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本校では、ほぼ１ヶ月に１回、全校集会を開いています。全校集会においては、本校

が求める子どもの姿や今年度の重点目標等について、子どもたちが自分の生活を振り返

りながら考えることができるように、話題を選択するようにしています。 

先週の全校集会においては、これまでの全校集会や２学期の始業式で子どもたちに話

した三つの話題（「心の声スピーカー」と「心のブレーキ」、そして、「心のスイッチ」）

について振り返り、本校がこれまで大事にしてきた「気づき・考え・行動する」ことの

必要性について話をしました。 
 

◎想像力を働かせて「心の声スピーカー」を聴こう！      〔気付き〕   
 

「心の声スピーカー」は、人気漫画の「ドラえもん」の中に出てくる「ひ

みつ道具」の一つです。相手が心の中でどんなことを思っているのか、どん

なことを感じているのかを聴き取ることのできる、そんなスピーカーです。 

これは漫画の世界での話ですが、ちょっとした気遣いさえあれば、誰でも、

そして、いつでも「心の声スピーカー」を手に入れることができると考えます。大切な

ことは、想像力を働かせること。子どもたちには、「相手の立場に立ってちょっとだけ考

えてみれば、相手の心の声が聴こえてくる」ことを話しました。そして、毎日の学校生

活の中で、「こんなことを言ったら、相手の人はどう思うかな？」「こんなことをしたら、

相手の人はどう感じるかな？」と「心の声スピーカー」を使って、相手の思いに耳を傾

けてみるように投げかけてみました。 
 

◎安全で楽しい生活のために「心のブレーキ」を効かそう！   〔考え〕 
 

「心のブレーキ」は、自制心という言葉に置き換えることが

できます。その効きの善し悪しは別にしても、「心のブレーキ」

はどの人も持っているものです。 

効きのいい「心のブレーキ」を持っている人は、実際に行動

に移す前に「これをやったら危ないな！」とか、「こうしたら、

相手は悲しむ。いやな思いをさせるので止めよう！」とか、自

分で考えて判断できます。 

反対に、「誰も見ていないから、大丈夫！」とか、「よくない

ことだとは思うけれど、みんなもやっているから大丈夫！」な

どの気持ちは、壊れた「心のブレーキ」から生まれます。 
《みんなで楽しむために必要なことは？》 

 



子どもたちには、みんなで気持ちよく学校生活を過ごすために、「心のブレーキ」をし

っかり効かす必要があることを話しました。 
 

◎よりよい自分を目指して「心のスイッチ」を切り替えよう！〔行動する〕 
 

教育者の東井義雄さんの作品の中に、「心のスイッチ」というと詩があります。毎日の

生活の中で、自分の思いを実際に行動に移していくこと、態度で示していくことの大切

さを分かりやすいたとえで表現しています。この詩を子どもたちに紹介しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

薫っ子には、「心のスピーカー」を使って「自分がその立場だったらどのように思い、

感じるのか」について想像力を働かせ、自分がよくないことをしているのであれば「心

のブレーキ」をしっかりと効かせて止めることのできる子どもであって欲しいと考えま

す。そして、「心のスイッチ」をしっかりと切り替え、よりよい方向にその一歩を踏み出

すことのできる子どもになって欲しいと願っています。 

 

 

９月７日（日）、第８１回全国学校音楽コンクール・東北ブロックコンクールが宮城県

の名取市文化会館で開催されました。福島県代表として出場した本校合唱部は、友達や

家族、地域のたくさんの方々の期待に応えて、見事、金賞の栄に輝きました。 

部員３８名がその思いをひとつに重ねて、自分たちの歌声と心を毎日の練習を通して

磨いてきたことが、この素晴らしい結果へとつながったものと思います。 

合唱部の子どもたちは、１０月１２日(日)に東京都のＮＨＫホールで開催されます全国

大会に、岩手大学教育学部附属小学校と共に東北ブ

ロックの代表として出場します。新たな目標に向か

って子どもたちは大いに張り切っています。各地区

や県大会、東北大会に参加した他校の合唱部のたく

さんの仲間の思い・願いも受け止めて、素敵な演奏

を全国に届けてくれるものと期待しています。 

なお、東北大会の演奏の様子は、９月２７日(土)、

午後１時から、Ｅテレで放送予定です。 
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《金賞の大きな盾と賞状を挟んで喜びの記念撮影！》 

 


